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 私の過去の経験からみなさんにお伝えしたいことが有ります。それは「普通に健康に生

活することはとても幸福だ」ということです。これを学んだ経験をお話しします。 

 昨年 4 月、私は仕事中に転倒して救急車でそのまま運ばれましたよく人から聞いた話し

で、その時の事はスローモーションで、よく覚えていると聞いていましたが、その通りで

した。「あっ！私、落ちる!!」「子供は大丈夫着地してる」「でも私は、今、すべったからこ

のまま落ちるな」いろいろ脳中かけめぐり、私は腰から落下。痛みで目の前がまっくらに

なりました。痛みで目が明けられず、でも目をあけても、まっくらなままでした。救急車

内でも、転倒時の時の姿勢以外はとる事ができず、すわったまま X 線検診。医者から動い

たらダメ。とにかく寝ていて、と 言われ。「車イスではダメですか？」ときくと「腰椎骨

折しているんだから寝ているしかない。このまま入院ね。」「二週間は、寝ていて 最初、

私はこの寝たきり生活を甘くみていました。まず痛みとの戦い。強いモルヒネのようなモ

ノを打たれて、 

 

 とにかく、痛いところも、さほどなく、すわって食事をするという事は人間の尊厳をと

ブライドを守？ 生活という事は とても幸福な事です。 
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